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ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
へ
の
プ
ロ
セ
ス

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

依
存
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、「
習
慣
飲
酒
」を
せ
ず

「
機
会
飲
酒
」に
と
ど
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

つ
ま
り
、飲
む
日
よ
り
飲
ま
な
い
日
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

ま
た
、食
べ
な
が
ら
飲
む
の
も
飲
酒
量
を
抑
え
る
の
に
有
効
で
す
。

ほ
ど
よ
く
、楽
し
く
、い
い
お
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

人
と
お
酒
の
イ
イ
関
係

仕
事
帰
り
の
一
杯
を
毎
日
の
楽
し
み
と
し
て
い
る
方
、

多
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は
、飲
酒
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
病
気
で
す
。
意
志
が
弱

い
人
、
だ
ら
し
な
い
人
が
か
か
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
お
酒
を
飲
む
人
な
ら『
誰
で
も
』発
症
の

可
能
性
が
あ
り
、「
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
方
こ
そ
陥

り
や
す
い
病
気
な
の
で
す
。

ま
ず
は
、チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
C
A
G
E
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）

「
最
近
、
飲
酒
量
が
増
え
た
気
が
す
る
…
」
な
ん
て
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

依
存
症
に
陥
り
や
す
い
原
因
に
は
、以
下
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
も
た
ら
す
問
題
の
中
で
、最

も
回
復
が
難
し
い
の
は
、
信
頼
や
人
間
関
係
で
す
。
飲

酒
が
原
因
で
の
遅
刻
や
欠
勤
、
飲
酒
運
転
、
家
庭
崩
壊

な
ど
、過
度
の
飲
酒
は
地
域
社
会
に
も
大
き
な
損
失
を

及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、身
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
く
、

脳
萎
縮
や
肝
硬
変
、
食
道
静
脈
瘤
破
裂
な
ど
全
身
に
及

び
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
の
平
均
寿
命
は

50
歳
代
前
半
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
は
1
滴
で
も
お
酒
を
飲
む
と
歯
止
め
が
効
か
な
い
の

で
す
。 ・�

ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
、お
酒
を
飲
ん
で

い
る
。

・�

寝
酒
を
し
て
い
る
。

・�

自
分
は
お
酒
が
強
い
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思

い
込
ん
で
い
る
。

・
日
常
的
に
孤
独
を
感
じ
て
い
る
。

（
実
は
、大
勢
で
ワ
イ
ワ
イ
飲
む
お
酒
よ
り
、

一
人
を
好
む
人
の
方
が
依
存
症
に
陥
り
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。）

食
べ
な
が
ら
飲
む
と

お
酒
を
口
に
運
ぶ
回
数
が
減
る

飲
み
過
ぎ
予
防
に
な
る

ア
ル
コ
ー
ル
吸
収
が
穏
や
か
に

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
チ
ェ
ッ
ク

�

精
神
科
看
護
師
　
小
笠
原�

小
百
合
・
西
村�

春
香

Step2
日常的に飲む

酒に強くなってく
る

Step3
酒がないと物足り

ない
ほろ酔いでは満足

できない

Step1
飲み会で
飲む程度

Step4
お酒が切れると汗
をかき、風邪のよ
うな症状が出る
周りから酒を控え
るように言われる

Step5
飲むためにウソを

つく
迎え酒をする

Step6
仕事や日常生活が
困難になる

Step4で受診をおすすめします

②
他
人
が
あ
な
た

の
飲
酒
を
非
難

す
る
の
で
気
に
さ

わ
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か

①
飲
酒
量
を
減
ら

さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か

③
自
分
の
飲
酒
に

つ
い
て
、
悪
い
・

申
し
訳
な
い
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か

④
神
経
を
落
ち
着

か
せ
た
り
、
二
日

酔
い
を
治
す
た
め

に
「
迎
え
酒
」
を

し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か

2項目以上当てはまる場合は、アルコール依存症の
可能性大です。

新コーナー
あづみ豆知識病院祭にて各科で作成し展示されたパネルを好評につき紹介します
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3階病棟ってこんなところ
病棟シリーズvol.1

堀内香織師長

●役割・特色
当病棟は急性期の混合病棟です。心臓カテーテル検査やアブレーション（心筋焼灼術）、経皮的冠
動脈形成術、ペースメーカー植込み術といった循環器治療や消化器外科・呼吸器外科・泌尿器科・眼
科の手術が毎日行われています。1日の入院患者受入数が8名を超えることは日常的で、必要な医
療を速やかに提供するための病棟です。
複数の診療科を持つため学ぶべきことも多く、看護の質を高めて患者さんにより良い医療を提
供できるように、病棟の教育担当者を中心に月に1~2回学習会を企画し研

けんさん
鑽に努めています。

また、患者さんのニーズに合わせ排尿ケアチーム、認知症ケアチーム、NSTチームの支援と、入
院時から退院を見据えて患者さん・ご家族の意志決定支援を行い多職種協働で退院支援に取り組
んでいます。地域の方々が住み慣れた環境でその方らしく生活して頂くために、一人ひとりに合わ
せた生活指導や心不全教室も開催しています。

●職場目標
①倫理感性を高め患者に寄り添う看護を提供する②多職種協働の医療を提供する③専門性を高
め質の高い看護を提供する④業務改善を行い病院経営に参画する⑤医療安全と5Rの徹底を挙げ
取り組んでいます。その中でも“倫理感性を磨く”ことに力を入れ、月に1回チーム会の中で倫理課
題を挙げ、「患者さん、ご家族の思いに添えていたのか」を話し合ってきました。その中で、患者さ
んを想い涙する看護師も少なくなく、常に患者さんにとって何が一番よいのかを考えた行動が出
来ていると思います。今後も病棟スタッフ一丸となって目標達成に向け取り組んでいきたいと思
います。

●病床数
52床（うち重症観察室3床）

●入院診療科
消化器外科、呼吸器外科、泌尿器科、皮膚科、眼科、
消化器内科、循環器内科、神経内科、呼吸器内科、
腎臓内科

平均年齢が32.2歳と若くチームワークがとても良
いです。スタッフは自己研

けんさん
鑽に努め、認定取得に向け

た勉強や学会に積極的に参加し発表しています。時々
くじけそうになることもありますが、みんなで声を
かけあい支え合って頑張っています。
みんなが笑顔の素敵な看護師で、
2年連続病院接遇賞の上位に輝いて
います。
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肩
石
灰
性
腱
炎
と
は
特
に
思
い
当
た
る
こ
と
が

な
い
の
に
、肩
が
急
に
痛
く
な
り
腕
を
動
か
せ
な
く

な
る
病
気
で
す
。
夜
間
に
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、手

の
や
り
場
に
困
り
、腕
を
支
え
な
が
ら
外
来
に
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
関
節
周
囲
の
軟
部
組
織（
腱
板

な
ど
）に
石
灰（
炭
酸
ア
パ
タ
イ
ト
）が
溜
ま
っ
て
し

ま
い
、炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。
な
ぜ
石
灰
が
溜
ま
っ

て
し
ま
う
の
か
、は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

年
と
共
に
起
き
て
く
る
変
化
、ま
た
は
腱
の
細
胞
か

ら
変
化
し
た
も
の
が
結
晶
を
作
る
な
ど
の
説
が
あ

り
ま
す
。
40
〜
60
歳
の
女
性
に
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
肩
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
検
査
に
て
腱
板

付
着
部（
筋
肉
が
腕
に
着
く
と
こ
ろ
）に
異
常
な
像

が
あ
る
た
め
、診
断
で
き
ま
す
。（
図
1
・
図
2
）

●
症
状
と
経
過

症
状
は
病
気
が
起
こ
っ
て
間
も
な
い
時
期（
急
性

期
）と
、し
ば
ら
く
時
間
が
経
っ
て
落
ち
着
い
て
き

た
の
に
す
っ
き
り
し
な
い
時
期（
慢
性
期
）に
分
け

ら
れ
ま
す
。

急
性
期
は
組
織
の
中
か
ら
石
灰
物
質
が
溶
け
だ

す
こ
と
に
よ
っ
て
、炎
症
が
起
こ
り
、強
い
痛
み
が

生
じ
ま
す
。
そ
の
症
状
は
2
〜
4
週
す
る
と
自
然

に
落
ち
着
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま

治
っ
て
し
ま
い
何
と
も
な
く
な

る
人
も
多
く
い
ま
す
。

慢
性
期
は
急
性
期
の
痛
み
が

落
ち
着
い
た
後
に
、肩
を
動
か
し

た
と
き
に
引
っ
か
か
る
よ
う
な

症
状
、肩
を
動
か
せ
る
範
囲
が
狭

く
な
り
腕
を
挙
げ
ら
れ
な
く
な

る
症
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
組

織
の
中
に
石
灰
が
溜
ま
っ
て
お
り
、そ
の
石
灰
が
肩

の
動
き
を
邪
魔
す
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
ま
た

強
い
炎
症
が
起
こ
っ
た
後
な
の
で
肩
を
動
か
す
空

間
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
い
、動
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
治
療
法

急
性
期
の
治
療
は
、腕
の
位
置
を
楽
な
姿
勢
に
し

て
安
静
に
す
る
こ
と
、消
炎
鎮
痛
剤
の
内
服
、局
所

麻
酔
薬
と
ス
テ
ロ
イ
ド
の
注
射
、
肩
に
針
を
刺
し

て
石
灰
物
質
を
吸
引
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
慢

性
期
の
治
療
は
肩
が
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
な
い
こ
と

に
よ
り
、石
灰
が
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
た
め
、リ
ハ

ビ
リ
を
し
ま
す
。
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
も
症

状
が
取
れ
な
い
場
合
は
手
術
に
て
石
灰
を
摘
出
し

ま
す
。
手
術
は
小
さ
い
皮
膚
切
開
で
内
視
鏡
を
使
っ

て
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

整
形
外
科 

シ
リ
ー
ズ

第8回

肩
石
灰
性
腱
炎
に
つ
い
て

　
松
葉
　
友
幸

整
形
外
科
医
長

肩
関
節
治
療
セ
ン
タ
ー

（図1：石灰沈着のある
レントゲン）

（図 2：3D-CT）
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歯
科
口
腔
外
科
副
部
長
　
飯
島
　
響

歯
科
口
腔
外
科 

シ
リ
ー
ズ

第8回口
腔
内
細
菌
と
全
身
疾
患
〈
3
〉

前
回
、前
々
回
と
2
回
に
渡
っ
て
、口
腔
内
細
菌
が
全

身
状
態
や
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
全
身
疾
患
と
密
接

に
関
わ
っ
て
お
り
、と
り
わ
け
手
術
後
や
抗
が
ん
剤
治

療
中
に
お
い
て
発
熱
や
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、厚
生
労
働
省
は
平
成

24
年
度
改
訂
の
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に「
各
種
が

ん
治
療
の
副
作
用
・
合
併
症
の
予
防
や
軽
減
な
ど
、患
者

の
更
な
る
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、医
科
歯
科
連

携
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
の
推
進
」を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
口
腔
ケ
ア
の
推
進
を
図
る
た
め
に
平
成
24
年
4

月
の
診
療
報
酬
改
訂
か
ら「
口
腔
機
能
管
理
」が
新
た
に

設
け
ま
し
た
。こ
の
制
度
を
利
用
す
る
事
で
、保
険
で
歯

科
医
に
よ
る
周
術
期
の
口
腔
機
能
管
理
計
画
に
基
づ
く

管
理（
口
腔
内
感
染
巣
の
除
去
）が
行
わ
れ
、病
院
に
入

院
中
は
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
衛
生
処
置
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

●�
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
の
実
際

手
術
や
化
学
療
法
を
行
う
事
が
決
ま
っ
た
患
者
さ

ん
は
、担
当
医
よ
り
病
院
歯
科
あ
る
い
は
歯
科
医
院
を

紹
介
さ
れ
受
診
し
ま
す
。歯
科
医
師
は
口
腔
内
診
査
や

X
線
写
真
な
ど
に
よ
り
口
腔
内
に
あ
る
感
染
巣
の
有

無
を
診
断
し
、周
術
期
口
腔
機
能
管
理
計
画
を
策
定
し

ま
す
。計
画
内
容
は
口
腔
衛
生
指
導
や
歯
石
除
去
等
の

基
本
的
治
療
か
ら
、う
蝕
治
療
や
抜
歯
な
ど
に
よ
る
感

染
巣
の
除
去
と
い
っ
た
専
門
的
治
療
ま
で
様
々
で
す
。

口
腔
衛
生
状
態
が
良
く
感
染
巣
が
な
け
れ
ば
一
回
の

受
診
で
終
了
す
る
事
も
あ
り
ま
す
し
、口
腔
衛
生
状
態

が
不
良
で
除
去
す
べ
き
感
染
巣
が
多
い
場
合
は
入
院

す
る
ま
で
に
数
回
、歯
科
を
受
診
し
て
頂
く
事
に
な
り

ま
す
。手
術
の
前
後
や
化
学
療
法
中
に
も
口
腔
ケ
ア
管

理
計
画
に
沿
っ
て
歯
科
医
師
に
よ
る
定
期
的
チ
ェ
ッ

ク
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
を
行
い
、発
熱
や

誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
予
防
し
ま
す
。

●�

一
番
大
事
な
の
は

歯
周
病
原
菌
を
は
じ
め
と
す
る
口
腔
細
菌
と
全
身

疾
患
と
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
き
ま

し
た
。そ
し
て
昨
年
新
設
さ
れ
た
周
術
期
口
腔
機
能
管

理
制
度
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

制
度
が
始
ま
っ
て
数
年
、ま
だ
ま
だ
軌
道
に
乗
っ
た
と

は
言
い
が
た
い
で
す
が
上
手
く
機
能
す
れ
ば
、手
術
や
抗

が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
は
有
益
な
制
度
で
す
。

そ
し
て
全
身
疾
患
予
防
の
た
め
に
も
、い
ざ
手
術
を

受
け
る
前
に
な
っ
て
慌
て
な
い
た
め
に
も
、日
頃
か
ら

口
腔
衛
生
状
態
を
良
好
に
保
つ
事
が
何
よ
り
も
重
要

な
事
で
す
。そ
れ
に
は
特
別
な
道
具
も
難
し
い
技
術
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。歯
ブ
ラ
シ
1
本
あ
れ
ば
毎
食
後
の

歯
磨
き
に
よ
っ
て
十
分
達
成
可
能
な
事
な
の
で
す
。

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
の
対
象

（
1�
）全
身
麻
酔
下
で
実
施
さ
れ
る
、頭
頸
部
領
域
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器
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域
、消
化
器
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ど
の
悪
性
腫
瘍
の
手

術
患
者
、臓
器
移
植
手
術
患
者
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臓
血
管
外
科
手

術
患
者
な
ど
…
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
料（I,�II

）

（
2�
）放
射
線
治
療
ま
た
は
化
学
療
法
を
受
け
る
患

者
…
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
料（III

）
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v 「宝の箱」
よりよい病院になるために、患者さんからいただいたご意見の一部を紹介いたします。

ご意見・ご要望 お返事

入院時から、素晴らしい山々の景色に心が
和み救われています。残念ながら、遠方か
ら来ているため山の名前が分かりません。
山を見ながら名前が覚えられるような工夫
をしていただけたらいいな、と思います。

何人かの入院患者さんから同様のご意見をいただきました。
本館各病棟の、北に向かう廊下の突当りに山の名前を加えた写真
を貼付いたしましたのでご覧ください。
今後ラウンジへの設置も予定しております。

（接遇改善委員会）

入院していた時に、各病室に温度・湿度計
の付いた時計が欲しいと思いました。
又、一人ひとりにカレンダーがあるとよ
い、と思いました。

ご要望の温度、湿度管理につきましてお答えいたします。
室温は部屋ごとに設定できるようになっており、湿度に関しまし
ては全館管理を行っています。季節・気候により変動しやすいも
のなので、お気づきの際は病棟責任者までお伝えください。
時計に関しまして、現状では各病室への設置は予定しておりま
せん。各自ご用意いただきますようご協力をお願いいたします。
カレンダーにつきましては、当院で作成したカレンダーを全室に設置
いたしました。様々な写真で構成されていますのでご覧ください。

（企画管理課・施設課）

①�長ねぎは縦半分に切り、斜めせん切りにする。しいたけは３mm幅に切り、しょうがはせん切りにし、
にんにくはみじん切りにする。

②�鍋に油少量を熱し、しょうが、にんにくを中火で炒めて香りを出し、だし、みりん、塩、薄口しょう
ゆを加え、ひと煮立ちさせる。

③�器に豚肉、長ねぎ、しいたけを盛り合わせて、別に柚子こしょう、すりごまを添える。
④�鍋に長ねぎ、しいたけを加えて豚肉を広げてのせ、豚肉の色が変わったら野菜を包んで薬味をつけ
て食べる。

作り方

●調理師　北澤　保

栄養素量（1人分）
エネルギー�………………294Kcal
たんぱく質�………………… 17.5g
塩分�……………………………… 1.4g

材料(2〜3人分)
豚肩ロース《しゃぶしゃぶ用》……300g
長ネギ……………………………………………4本
生姜…………………………………………………30g
にんにく…………………………………………5g

しいたけ…………………………………6枚
だし汁…………………………………… 1L
みりん………………………………………大さじ2
塩……………………………………………小さじ1

薄口しょうゆ…………………………大さじ3…1/3
柚子こしょう(薬味)…………適量
すりごま(薬味)…………………適量
油……………………………………………適量

ねぎしゃぶ いつものしゃぶしゃぶに長ネギをたっぷり入れてみるのはいかがですか？
今回はしょうゆ味のだし汁で肉や野菜に火を通し、薬味で味にアクセ
ントをつけます。鍋を囲んでまだまだ寒いこの季節を乗り切りましょう！

1月に入職しました太田浩史と申します。平成8年に信州大学を卒業し、
その後信州大学付属病院、厚生連篠ノ井総合病院、厚生連佐久総合病院、

えにわ病院（北海道）、信州大学付属病院、中信松本病院、国保依田窪病院と研修・
勤務してまいりました。外傷などの整形外科一般の診療のほか、股関節や膝関節
といった下肢関節を中心に診療を行い、手術治療については膝関節鏡手術など
のほか、前任の依田窪病院では通算1000例を超える人工股関節・膝関節置換術
を行ってまいりました。しかし、整形外科では手術治療が必要な場合もありますが、
手術でない方法で対応していく場合もあります。それぞれの状況に応じて最善
を尽くしたいと考えております。そして、今までの経験を活かし、少しでも地域
の皆さまのお役に立てればと思っております。今後ともよろしくお願い致します。 整形外科部長　太 田  浩 史
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①		医の倫理を守り患者さんの権利を尊重し、平
等で親切、安全な医療・福祉サービスを提供
します。
②	救急医療から在宅医療まで広く、地域の皆さ
まの安心を支えます。
③	地域の皆さまのこころの健康を支える、やさし
い医療につとめます。
④		日々の研鑽に励み、明るい職場環境造りと信
頼される医療人の育成につとめます。

⑤		保健予防活動を通じて地域の皆さまの健康
増進に貢献します。

⑥研究・文化活動を積極的に展開し豊かな地
域づくりに貢献します。

質の高い医療と社会への貢献をとおし、
地域の皆さまから信頼される病院を築
きます。

北アルプス医療センター
あづみ病院理念

〈基本方針〉

お 知 ら せ
休日緊急当番医

・2/11（日）
本院（大北南部地区）

・2/12（月・祝）
白馬診療所（大北北部地区）

「おすすめの一冊」

著者：佐藤 美由紀 
出版社：双葉社

2012年にブラジルのリオ・デ・ジャネイロで開催された国連会議
でのスピーチが世界中の人 を々感動させて一躍、時の人となる。大統領らしからぬ
質素な暮らしぶりも注目され、世界でもっとも貧しい大統領と呼ばれるようになった。
本の中で、「人がものを買うときは、お金で買ってはいない。そのお金を貯めるた

めに割いた人生の時間で買っている」�と彼は言っており、とても深い言葉だなと感
じたのと同時に、いろいろと考えさせられました。
そこで私は空想上の世界が思い浮かびました。もし地球上で私一人しかいない
世界だとしたら、高級な車、お城のような家、高級な服やバックなどがはたして欲しい
かを考えたところ現実世界では欲しいと思うが、空想上の世界では普通に暮らせれ
ばいいなと私は思った。この差はなにを意味するのか。もちろん賛否両論あると思うが、
生きていくのに本当は必要最低限なものがあればいいはずなのに、他人より良い物
を持ち、良いものを身に着け、そして他にも良いものが欲しくなるのは優越感に浸りた
いからなのではないかと思った。これは人間の本能的な感情なのかもわかりません。
話がそれてしまいましたが、この本はなにか考えさせられることが多く、少し気になっ

た方はぜひ読んでいただきたいです。� 総務人事課　百瀬貴樹

「世界でもっとも貧しい大統領
　　　　　ホセ・ムヒカの言葉」（赤字の日が全科休診日です）

北アルプス医療センター あづみ病院
休診日のお知らせ
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2月2018　  February

2月は最も多く雪が降る月だそうです。歩行や運転
また体調にも十分気をつけましょう。� （T.O）

昨年12月26日（火）28日
（木）労働組合女性部主

催にて職員対象にフラワーアレンジメン
ト教室が開催されました。毎年このイベ
ントは人気で参加希望が多く、今回は2
日間で約130名の職員が参加しました。

組合通信

勤務地　�北アルプス医療センターあづみ病院
待　遇　�交通費支給・年次有給休暇・車通勤可・昇給年１回賞与年２回・
　　　　超過勤務手当・社会保障完備・退職金・制服貸与
備　考　経験年数による加算あり
応　募　�電話または、当院ホームページによりご応募ください
担　当　中島、横山

薬剤師募集 !! 正職員

勤務地　�北アルプス医療センターあづみ病院
待　遇　�交通費支給・年次有給休暇・車通勤可・昇給年１回賞与年２回・
　　　　超過勤務手当・社会保障完備・退職金・制服貸与・看護職賠償責任保険加入
備　考　経験年数による加算あり
応　募　�電話または、当院ホームページによりご応募ください
担　当　中島、小林
その他　2月17日（土）「マイナビ看護学生合同説明会」
� 3月20日（火）「信州で看護。」2018に出展します
� 詳しくは当院ホームページをご覧ください

看護師 · 保健師募集 !! 正職員

 求人情報☎︎0261-62-3166 
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平成 30年 2月
　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内科新患 �岡田光代
信　大

東方壮男
木全博己

馬渡栄一郎
信　大

川上裕隆
芹澤由樹子

東方壮男
岡田光代

川上裕隆
馬渡栄一郎

内科再診
（予約制）

川上裕隆
東方壮男
林田研介

川上裕隆
東方壮男
岡田光代
林田研介

東方壮男
川上裕隆
岡田光代
林田研介

林田研介
川上裕隆
林田研介

木全博己（13：30～）
岡田光代
林田研介

循環器内科 富田　威
東方壮男 桑原宏一郎 東方壮男 田畑裕章 富田　威

馬渡栄一郎
呼吸器内科 岡田光代 岡田光代 花岡正幸（10：00～）（予約制）

岡田光代
松原美佳子（第1・3・5のみ）
池川香代子（第2・4のみ） 藤本圭作（第1のみ）

神経内科
林田研介

田中莉佳（第1・3・5のみ）
倉科淳一（第2・4のみ）

林田研介 林田研介 林田研介

腎臓内科 芹澤由樹子（予約制） 芹澤由樹子
上條祐司（予約制）

リウマチ・膠原病
（予約制） 牛山　哲 岸田　大（第1のみ）

上野賢一（第3のみ）
総合内科 林田研介 林田研介

精
神
科
・
心
療
内
科

精神科
心療内科
（予約制）

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏
雨宮光太郎
小笠原紘輔

中村伸治
古屋昌宏
小椋京子
雨宮光太郎

湯澤宏式（第1・3・5のみ）
小笠原紘輔

村田志保
鬼頭　恆（午前）
中村伸治
湯澤宏式
小笠原紘輔
（第1・3午後のみ）

村田志保（午前）
鬼頭　恆
中村伸治（午前）
樋端佑樹（第1のみ）
古田　康（第2・4のみ）
古屋昌宏
湯澤宏式
雨宮光太郎

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

湯澤宏式（第1以外）
小笠原紘輔

鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏
雨宮光太郎
湯澤宏式
小笠原紘輔

新患（午前）（予約制） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）
認知症診療（予約制） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）

小
児
科

午　前 小口弘子
保刈　健（10：30～） 保刈　健 小口弘子 保刈　健

小口弘子（予約制、10：30～）
小口弘子�又は�
保刈　健 信　　大

午　後
（予約制）

小口弘子
（慢性疾患） 予防接種・乳児検診 予防接種 保刈　健

（慢性疾患）

外��

科

一般外科 唐澤文寿
飯塚　顕

石曽根　聡
飯塚　顕 唐澤文寿 石曽根　聡

久米田�茂喜（予約制）
唐澤文寿
飯塚　顕

石曽根　聡
宮川眞一(第3のみ)

専門診療
（予約制）

石曽根　聡（肛門）
(14：00～ ) 信　大（乳腺） 信　大（甲状腺）

ストーマ外来（予約制）※看護専門外来
呼吸器外科 花岡孝臣

藏井　誠（第2・4午後のみ）
手術日

（急患対応は要相談） 藏井　誠 花岡孝臣 手術日
（急患対応は要相談） 花岡孝臣

形成外科
（受付15：00まで） 安永能周（13：00～）

整
形
外
科

新患
（受付10：30まで）

磯部文洋（輪番）
中村恒一（輪番）

太田浩史（輪番）
狩野修治（輪番）

石垣範雄（輪番）
松葉友幸（輪番）
狩野修治（下肢）

向山啓二郎（輪番）（脊椎）
王子嘉人（輪番）

太田浩史（下肢）
信　　大 信　　大

再診
（予約制）

畑　幸彦
石垣範雄

向山啓二郎
高橋　淳

中村恒一 (手・肘 )

向山啓二郎
王子嘉人
太田浩史

中村恒一
磯部文洋

畑　幸彦
松葉友幸
狩野修治

信　　大

肩関節治療センター
（受付10：30まで）

松葉友幸（初診）
畑　幸彦（予約制）
石垣範雄（予約制）

手術日 手術日
石垣範雄（初診）
松葉友幸（再診）
畑　幸彦（予約制）

畑　幸彦（予約制）
（第3のみ）

皮膚科 河内繁雄
髙沢裕子

河内繁雄
髙沢裕子

河内繁雄
髙沢裕子 河内繁雄

髙沢裕子
河内繁雄
髙沢裕子

河内繁雄
髙沢裕子こども外来（15：00～ 17：00）

初診（当日）受付16:30まで

泌尿器科 平林直樹 平林直樹
西澤　理 平林直樹 平林直樹

西澤　理 平林直樹 平林直樹
ストーマ外来（予約制）※看護専門外来

女性骨盤底医学センター 西澤　理 西澤　理（予約制） 西澤　理 山ノ井万里子
産婦人科（予約制） 信　大 曽根原衛雄 信　大

眼科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子�
（午後コンタクトレンズ�予約制）

太田いづみ�
（受付10:00 まで） 今井玲子

耳鼻咽喉科
（受付 16:00 まで）

信　　大�
（14:00 ～）

信　　大�
（14:00～） 信　　大

放射線科 信　　大 　 　
麻酔科�
（予約制） 小林浩一 小林浩一 小林浩一

リハビリテーション科 松葉友幸 畑　幸彦 石垣範雄 松葉友幸 石垣範雄 松葉友幸

歯科口腔外科 飯島　響
中野僚子

手術日
（急患対応は要相談）

飯島　響
中野僚子

飯島　響
中野僚子

中嶌　哲
飯島　響
中野僚子

飯島　響
中野僚子

緩和医療外来
（予約制）

間宮　敬子
（第4火曜のみ）

北アルプス医療センター 白馬診療所

内科
人工透析

リハビリテーション科

下里修一
富田　威
（午後～）

下里修一
下里修一

整形外科（第2・4のみ）
（15：00～）

下里修一 下里修一 下里修一
木全博己

診療科目 曜日

受付時間：平日 7:30 ～ 11:30
　　　　　土曜 7:30 ～ 11:00
お問合せ：0261 - 62 - 3166

※診療科により受付時間が
　異なります。
※�青字は、信大医師又は
非常勤医師が診察します。

2018年
2月号�vol.372 事業所長�西澤理

JA長野厚生連北アルプス医療センター�あづみ病院


